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　2023 年のゴールデンウィーク（GW）明けとともに新型コロナの感染症法上の位置づけが 5 類
に移行され（インフルエンザと同様の分類），マスク着用は個人の判断となった。GW 中は各地で
人がにぎわい，海外からの観光客も，中国からの方を除き，よく見かけるようになった。私のい
る盛岡は，米国のニューヨーク・タイムズ紙により「2023 年に行くべき世界の 52 か所」に選出
され，その影響なのか特に多くの方を見かけた。
　今後は学会の現地参加も増えていくと思われる。思えばこの 3 年間は様々な制約があり，学会
発表をオンラインで行ったことがあっても，実際に多くの方の前でリアルに発表した経験がない
専門研修医が多くなってしまった。もう何回もリアルに学会に参加し，発表した身には，オンラ
インは新鮮で，スライドなども会場で見るより見やすく，飛ばしたりもできるので便利であった。
だが，実際にリアルに学会に参加すると，学会場までの移動は時間的にも経済的にも負担が大き
いものの，やはりオンラインとは違う良さがあることに気がつく。
　雑誌も，紙媒体では余計なものまでつい見てしまうが，それが意外にちょっとしたきっかけに
なったりして，結構有意義なものだと思う。ChatGPT の登場など，これからはさらなる変革の波
が否応なく押し寄せるだろうが，うまく付き合いたいものである。
 （黒坂 大次郎）

©
IG

AK
U

-S
H

O
IN

 L
td

, 2
02

3

2026/09/21 05:09:31


